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次
の
理
由
か
ら
反
対
で
す
。

①
防
災
対
策
が
不
十
分
で
す
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は

「
ゼ
ロ
」、
令
和
６
年
度
は
備

蓄
倉
庫
の
整
備
も
「
ゼ
ロ
」。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
と
し

て
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
イ
レ
の
導

入
検
討
も
せ
ず
、
市
内
避
難

所
70
カ
所
中
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
整
備
率
も
６
割
弱
。

一
方
、
県
や
他
市
、
企
業
か

ら
の
支
援
に
強
く
依
存
し
て

お
り
、
備
え
も
認
識
も
甘
い

で
す
。
②
高
齢
者
の
免
許
返

納
一
時
金
制
度
や
障
害
者
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
拡

大
な
ど
、
わ
ず
か
な
予
算
で

で
き
る
市
民
要
求
の
実
現
に

は
背
を
向
け
、
学
校
給
食
第

２
子
半
額
な
ど
の
予
算
付
け

も
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
医
療

を
確
保
す
る
た
め
の
予
算
も

５
年
間
据
え
置
き
、
夜
間
小

児
救
急
も
継
続
が
よ
り
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
存
続
が

求
め
ら
れ
て
い
る
附
属
幼
稚

園
の
廃
止
計
画
を
は
じ
め
、

市
民
要
望
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
ま
す
。③
通
称「
い

ざ
き
ロ
ー
ド
」
に
５
億
３
千�

万
円
、
白
み
り
ん
に
関
す
る

施
策
に
合
計
１
億
８
千
万
円

の
巨
額
投
資
、
市
長
肝
い
り

の
官
製
観
光
会
社
は
、
５
千�

３
０
０
万
円
も
債
務
超
過
し

て
い
る
上
に
２
千
万
円
の
赤

字
補ほ

塡て
ん

な
ど
、
施
策
の
優
先

順
位
が
逆
転
し
て
い
ま
す
。

反
対

日
本
共
産
党

令
和
６
年
度
流
山
市
一
般

会
計
予
算
で
は
、
小
・
中
学

校
の
建
設
や
移
転
が
完
了
し

ま
し
た
が
、
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
延
命
化
や
中
央
消

防
署
移
転
な
ど
の
大
規
模
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
前
年
度

比
３
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

８
２
９
億
１
千
万
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

は
、
市
民
税
と
固
定
資
産
税

が
人
口
増
や
新
築
増
に
よ
り

６
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
、

約
３
６
４
億
８
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

総
括
質
疑
で
は
、
①
ひ
と

り
親
家
庭
等
生
活
向
上
事
業

に
お
け
る
対
象
範
囲
・
対
象

期
間
・
提
携
す
る
塾
の
数
な

ど
の
拡
大
、
②
つ
ば
さ
学
園

改
修
事
業
に
お
け
る
施
設
環

境
な
ど
の
再
確
認
、
③
新
設

（
仮
称
）
要
配
慮
児
童
保
育

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
相

談
児
童
の
課
題
整
理
や
、
適

切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
保

育
園
へ
の
入
園
、
④
事
業
系

ご
み
の
出
し
方
の
見
直
し
に

伴
う
、
ご
み
の
排
出
事
業
者

や
回
収
許
可
業
者
・
処
理
業

者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

な
対
応
、
以
上
の
事
項
に
つ

い
て
質
疑
し
、
そ
れ
ぞ
れ
要

望
し
ま
し
た
。

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を

効
率
的・効
果
的
に
活
用
し
、

健
全
財
政
維
持
に
努
め
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

賛
成

流
　
政
　
会

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
人

口
の
増
加
や
物
流
施
設
の
開

設
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
増

額
に
加
え
、
社
会
経
済
活
動

の
回
復
を
見
越
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
税
の
増
額
を
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
①

新
た
に
（
仮
称
）
要
配
慮
児

童
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を

設
置
す
る
こ
と
、
②
既
存
の

分
野
別
に
よ
る
福
祉
制
度
に

当
て
は
ま
ら
な
い
困
り
ご
と

や
、
複
数
の
困
り
ご
と
を
抱

え
た
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て

「
生
き
づ
ら
さ
包
括
支
援
事

業
」
を
導
入
す
る
こ
と
を
、

高
く
評
価
し
ま
す
。

配
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、

次
の
３
点
を
要
望
し
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災

害
や
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
備
蓄
食
料
や
水

の
確
保
な
ど
、
実
態
に
即
し

た
防
災
対
策
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。
②
２
０
２
４
年
問
題

で
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
民
間

路
線
バ
ス
や
流
山
ぐ
り
ー
ん

バ
ス
の
運
転
手
確
保
に
向
け
、

市
と
し
て
側
面
的
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
。
③
生
き
づ
ら

さ
包
括
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
庁
内
連

携
を
強
化
し
、
困
り
ご
と
を

抱
え
る
市
民
や
世
帯
に
寄
り

添
う
支
援
体
制
を
早
期
に
構

築
す
る
こ
と
。

賛
成

公
　
明
　
党

総
括
質
疑
で
取
り
上
げ
た

３
点
の
み
要
望
し
賛
成
と
し

ま
す
。

①
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎

場
に
お
け
る
ご
遺
体
の
火
葬

待
ち
が
長
期
化
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
、
深
刻
さ
に
対
す

る
認
識
が
甘
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
方
策

を
速
や
か
に
検
討
し
着
手
さ

れ
た
い
。

②
株
式
会
社
流
山
ツ
ー
リ

ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
経
営
に
つ

い
て
、
詳
細
な
説
明
も
し
な

い
ま
ま
放
漫
経
営
を
続
け
、

現
時
点
に
お
け
る
累
積
赤
字

は
４
千
４
０
０
万
円
、
債
務

総
額
は
５
千
３
０
０
万
円
に

上
る
。
そ
の
上
、
流
山
版
Ｄ

人
口
増
を
背
景
に
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
規
模
の
拡
大
に

対
応
し
た
当
局
の
予
算
配
分

を
評
価
し
、賛
成
と
し
ま
す
。

公
共
交
通
に
関
し
て
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
経
費
高

騰
、
２
０
２
４
年
問
題
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
が

課
さ
れ
る
一
方
、
地
域
の
高

齢
化
が
加
速
し
、
公
共
交
通

の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
は
経
営
的

な
機
能
以
上
に
福
祉
の
機
能

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
検
討
を
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
流
山
市
成
年
後
見

制
度
の
さ
ら
な
る
拡
大
、
介

護
人
材
不
足
解
消
の
取
り
組

み
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
負
担
金
２
千

万
円
に
対
し
、
具
体
的
な
説

明
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
本

年
の
第
２
回
定
例
会
ま
で
に
、

議
会
に
対
す
る
詳
細
な
再
建

計
画
の
説
明
を
社
長
か
ら
さ

せ
る
と
し
た
市
長
答
弁
を
着

実
に
実
施
さ
れ
た
い
。

③
株
式
会
社
流
山
ツ
ー
リ

ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
、
幼

児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
附
属

幼
稚
園
の
廃
園
問
題
や
廃
棄

物
処
理
方
法
の
変
更
、
指
定

ご
み
袋
の
導
入
な
ど
、
執
行

部
が
議
会
や
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
事

例
が
相
次
い
で
い
る
。
自
治

基
本
条
例
に
従
い
、説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

る
日
常
的
な
支
え
合
い
・
見

守
り
の
推
進
、
個
別
避
難
計

画
作
成
の
取
り
組
み
に
期
待

し
ま
す
。
人
口
増
加
に
伴
う

開
発
で
住
み
や
す
く
な
る
一

方
、
都
心
か
ら
一
番
近
い
森

の
ま
ち
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
緑
被
率
に
対
す

る
目
標
値
を
設
定
し
、
今
あ

る
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
こ

と
を
指
摘
し
、要
望
し
ま
す
。

学
校
に
関
し
て
も
、
生
徒

数
の
増
加
に
伴
い
、
学
習
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
質
の
高

い
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
育
て
る

と
と
も
に
、
今
後
の
増
員
の

必
要
性
も
指
摘
し
ま
す
。

賛
成

自
由
民
主
党

賛
成

流
山
み
ら
い

令和６年度予算案を審議令和６年度予算案を審議

　令和６年度一般会計予算については、８人で構成する予算審査特別委員会が２月２６日
に設置され、３月５日から７日、および１１日の４日間にわたり審査が行われました。
　その後、３月１９日の本会議において、賛成多数をもって原案のとおり可決されました。
　本会議における一般会計予算に対する、各会派等の意見は次のとおりです。

予算審査特別委員会の委員長
報告・議決結果などの詳細は、
市議会ホームページをご覧く
ださい。

予算審査特別委員会の様子

一般会計予算額は8 2 9億 1 0 0 0万円一般会計予算額は8 2 9億 1 0 0 0万円

流山市議会
予算審査特別委員会

３月15日付で会派構成が変更となりました。（詳細は６面）
今号は、８面の「議員別表決結果一覧」以外は、会派構成変更前時点の情報を掲載しています。お知らせ

こちらから
ご覧いただけます

検索


